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令和２年５月に開館した四日
市市総合体育館の開館記念イベ
ントとして、「（仮称）体操ニッ
ポン四日市エキシビション」を
開催します。

リオデジャネイロオリンピッ
ク体操競技男子団体総合金メダ
ルを獲得した白井健三選手や、
東海地方出身の寺本明日香選手
など有名現役選手の出場が予定
されています。普段ではテレビ
越しでしか見ることができない

有名スポーツ選手を間近で見ら
れるチャンスです。

2021年は三重とこわか国体・
三重とこわか大会の年であると
ともに、東京2020オリンピッ
ク・パラリンピック競技大会の
年でもあります。

記念すべき１年の始まりに、
四日市市総合体育館で世界トッ
プレベルの
選手をぜひ
ご覧くださ
い。

対市内に在住、または通勤・通
学する人

時１月31日（日）
所総合体育館
定1,000人程度
（応募多数の
場合は抽選）　

料無料
申事前申し込み制。申し込み方法

は、市ホームペ
ージ（HP ID1607 
494974067）を
ご確認ください

番外編②

【四日市市総合体育館開館記念イベント】
（仮称）体操ニッポン四日市エキシビション

国体推進課（☎354−8462　FAX354−8338）

→

今年も「昭和のくらし展」の
季節がやってきました。この展
覧会は、平成12年度にギャラリ
ーやラウンジを使って開催した
小学３年生のための学習支援展
示「むかしのくらし」をきっか
けに、平成19年度からは特別展
示室で本格的な企画展「昭和の
くらし」として開催しているも
ので、一般の人にも楽しんでも
らえるものとなってきました。

世間では昨今の昭和ブームも

あり、いろいろな視点で昭和を懐
かしむことが増えてきています。

当館では、ブームも追い風に
しながら、工夫を凝らした展示
を考えてきました。最近では、

「昭和のポスター」「ホーロー看
板」「写真家がとらえた昭和の子
ども」などをテーマに館外から
も資料をお借りし、充実させて
きました。

今年は、「昭和の風景」をテー
マに、これまで収集してきたたく
さんの館蔵品を中心に展示して

います。今年の目玉は、昭和31年
の本市の中心市街地を再現した
約120分の１スケールのジオラマ
展示「市街地の鉄道の変遷」です。

今年も、この展覧会が皆さん
の「いまのくらし」を見つめ直す
機会になることを願っています。

→ →

第53回

恒例の昭和展、さて今年の展示は？
博物館・プラネタリウム（☎355−2700　FAX355−2704）

今年の展示風景


